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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
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小児科　小児科部長　樋
ひ

口
ぐち

　　強
つよし

【資格】小児科専門医・指導医、NCPR インストラクター
　受診機会の多い一般的な感染症や、ぜんそくの診療を初めとし
て、けいれんや川崎病、腸重積などの急性疾患の対応、食物アレ

ルギー、アレルギー性鼻炎・花粉症の舌下免疫療法、ネフローゼなどの腎疾患や夜尿
症などの長期管理を行います。標準的で安全な新生児管理を維持するため、産婦人科
医、助産師・看護師と積極的にコミュニケーションを取っていきます。雲南圏域の医
療機関や小児保健関係者の方々も、引き続きご協力をよろしくお願いします。

外科　外科医長　高
たか

尾
お

　　聡
さとし

【資格】外科専門医、日本D
ディーマット
MAT隊員

　関西での研修後、島根大学消化器総合外科に入局しました。専
門医取得後、救急での研鑽も積ませてもらい、この度、地元雲南

市に戻ってきました。地域医療に少しでも貢献できるように、今後も精進しますので、
何卒よろしくお願いします。

産婦人科　医員　中
なかがわ

川　恭
きょうこ

子
　松江市出身です。学生と初期臨床研修の時にも雲南市立病院で
研修を行ったことがあり、強い縁を感じています。産休・育休を
経ての仕事復帰となります。産婦人科医として早く皆さんのお役

に立てるよう頑張りますので、よろしくお願いします。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
今
年
の
春
と

夏
の
医
療
現
場
体
験
セ
ミ
ナ
ー
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

看
護
師
を
め
ざ
す
高
校
生
に

と
っ
て
貴
重
な
体
験
の
場
が
無
く

な
り
、
少
し
で
も
看
護
の
魅
力
を

伝
え
る
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め

市
内
高
校
と
協
議
し
た
結
果
、
病

院
か
ら
高
校
へ
訪
問
し
、
で
き
る

範
囲
で
体
験
授
業
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
体
験
訪
問
授
業
で
は
、
看
護
学

校
や
現
在
の
看
護
師
動
向
な
ど
を

説
明
し
た
ほ
か
、校
内
で
で
き
る
、

採
血
、
血
圧
測
定
、
聴
診
器
、
赤

ち
ゃ
ん
体
験
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
当
院
か
ら
訪
問
し
た
看
護
師
は

全
員
各
高
校
の
卒
業
生
で
、
最
後

は
後
輩
に
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
学
生
生
活
が
制
限

さ
れ
大
変
な
時
期
で
す
が
、
少
し

で
も
進
路
の
参
考
や
意
欲
向
上
に

つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

看
護
体
験
訪
問
授
業

～
大
東
・
三
刀
屋
高
校
～採血体験血圧測定体験

新任医師紹介
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先日いただいた質問はこれです。

「今までインフルエンザにかかったことがないん
 ですが、予防接種を受けた方が良いですか？」

　秋口になるとよく受ける質問ですが、今年は新型コ
ロナウイルス感染症の関係もあり、いつもよりも多く
質問されます。
　もちろん答えは、

「ぜひ、受けてください！」
�

です。

　予防接種のワクチンにはいろいろな種類のものがあ
ります。原因となる細菌やウイルスの一部や弱くした
ものを皮下に注射して、体に人工的に免疫反応を起こ
します。それによって細菌やウイルスと闘うための抗
体を持つことができます。本当の細菌やウイルスが
入ってきたときに、その抗体が体に入ったウイルスや
細菌を動けなくして体外への排出を促すことができま
す。
　特にインフルエンザワクチンに関しては、大きな予
防効果や症状抑制効果が証明されています。今までた
くさんの研究がされており、ワクチンを打った方々の
半分以上（50〜60％）でインフルエンザウイルスが
体の中に入っても症状が出なかったり、軽症で済みま
す。

　インフルエンザも新型コロナウイルスと同様、重症
化しやすいウイルス感染症で、特に高齢者の方が感染
した場合は、1,000人に２人の方が亡くなるとされて
います。

　現在、新型コロナウイルス感染症の流行の伴い、手
洗い、マスク着用、健康な生活が今まで以上に推奨さ
れていますが、それらに加えて「予防接種」を行う
ことで、さらに有効な感染予防が可能になります。
 

　卵アレルギーや過去にワクチン
でアレルギー反応が出たことがな
い方はワクチンをぜひ打っていた
だき、この冬を元気に過ごしま
しょう！

【テーマ】フレイル（虚弱）を予防していつまでも健康に過ごそう！
　最近体力に自信が無くなっていませんか。
　物忘れが気になったり、気分が落ち込んだりして
いませんか。
　また、周りに新型コロナウイルスの影響で生活が
不活発になっている方はいませんか？
　思い当たる方は、フレイル予備群かもしれません。
　「フレイル」とは、健康と要介護状態の中間の状
態を意味する言葉です。
　いつまでも健康に過ごすために、「フレイル」に
ついて学んでみませんか？

このシリーズでは総合診療医が患者さんからいただいた質問をもとに市民の
皆さんが困っている症状や疑問について解説します。

総合診療医が答える

第８回：「予防接種を受けた方が良いですか？」
「こんな症状や疑問 持っていませんか？」

【講　師】　雲南市立病院　三
み

宅
やけ

仁
ひと

美
み

内科医師
　　　　　管理栄養士、理学療法士ほか
【日　時】　12月17日（木）　14:00～15:30
【会　場】　雲南市立病院　４階大会議室
【参加費】　無料
【予約・問い合わせ先】
　雲南市立病院　保健推進課　☎0854-47-7510
※予約制：12月４日（金）締め切り
※�新型コロナウイルスなど感染症流行の状況により変更となる場合が
あります。

雲南市立病院　市民健康講座
家族を守り隊！　ここで学んであなたも「おうちナース」になろう

健康教室開催します


